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《
修
士
論
文
要
旨
》

一
乗
院

・
大
乗
院
間
に
お
け
る
衆
徒

・
国
民

の
調
停
機
能

-
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
の
分
析
を
通
じ
て
ー

本
稿
は

コ

乗
院

・
大
乗
院
間
に
お
け
る
衆
徒

・
国
民

の
調
停
機
能
」
と
題
し

て
、
『大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』

の
分
析
を
通
し
て
、
戦
国
大
名
を
内
部
か
ら
生
み

出
す
こ
と
が
で
き
ず
、
遅
れ
た
勢
力

と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
衆
徒

・
国
民
観
に

つ
い
て
、
地
域
的
な
統

一
権
力
や

一
揆
体
制
の
み
を
想
定
す
る
の
で
は
な
く
、
大

和
国
独
自
の
在
り
方
が
存
在
し
た
こ
と
を
十
五
世
紀
後
半
か
ら
十
六
世
紀
初
頭
ま

で
を
網
羅
す
る
大
乗
院
寺
社
雑
事
記

の
分
析
を
通
し
て
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
章
で
は
中
世
後
期
研
究
の
動
向
を
概
観
し
、
中
世
大
和
国
研
究
の
位
置
づ
け

を
図
る
た
め
、
最
近

の
中
世
後
期
研
究
を
牽
引
し
て
い
る

「
地
域
社
会
論
」
と

「幕
府
守
護
体
制
論
」
に
至
る
経
緯
を
把
握
し
、
そ
の
概
念
を
押
さ
え
た
。
そ
し

て
大
和
国
の
衆
徒

・
国
民
研
究
を
中
心

に
現
状
と
課
題
を
把
握
す
る
た
め
に
研
究

史
の
整
理
を
行

っ
た
。
そ
の
上
で
、
大
和
独
自
の
地
域
社
会
を
追
究
す
る
上
で
衆

徒

.
国
民
を
地
域
社
会
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
捉
え
る
こ
と
を
提
唱
し
、
従
来
の
衆

徒

・
国
民
観
を
改
め
る
た
め
に
二
章
以
下
で
分
析
し
た
。

二
章
で
は
吉
田
賢
司
氏
が
あ
き
ら
か

に
さ
れ
た

一
乗
院

・
大
乗
院
間
で
起
こ

っ

た
修
理
目
代
任
料
無
沙
汰
の
相
論

の
分
析
を
通
し
て
、
官
符
衆
徒
で
大
乗
院
方
衆

徒
で
も
あ
る
古
市

・
豊
田
氏
が
両
門
跡
問
の
仲
介
に
あ
た
り
、
門
跡
間
の
枠
を
越

*

溝

田

直

己

え
、

一
乗
院
方
国
民
の
越
智
氏
も
そ
れ
を
支
援
す
る
状
況
を
指
摘
し
た
。

そ
し
て
両
門
跡
間
の
相
論
を
収
束
さ
せ
た
も
の
が
越
智

・
古
市

・
豊
田
氏
等

の

門
跡
間
を
越
え
た
衆
徒

・
国
民

の
会
合
に
よ
り
、
解
決
さ
れ
た
こ
と
に
注
目
し
、

衆
徒

・
国
民
が
門
跡
間
に
お
け
る
調
停
者
と
し
て
機
能
し
て
い
た
と
評
価
し
た
。

三
章
で
は
大
乗
院
根
本
荘
園
、
上
総
庄
を
め
ぐ
る

一
乗
院
と
の
相
論
の
分
析
を

通
し
て
、
二
章
と
同
様
に
衆
徒

・
国
民
が
門
跡
間
に
お
け
る
調
停
機
能
を
果
た
し

て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

特
に
、
興
福
寺

の
事
務
機
関
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
寺
院
社
会
で
の
身
分
は

下
膓
身
分
で
あ
る
衆
徒
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
官
符
衆
徒
中
が
興
福
寺
の
最
高
権
力

者
に
位
置
す
る
大
乗
院
の
意
思
を
制
止
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
。
そ
し
て
そ

れ
を
衆
徒

・
国
民
の
興
福
寺
権
力
に
対
す
る
限
界
論

へ
の
反
証
で
あ
る
と
指
摘
し

た
。四

章
で
は
二

・
三
章
の
分
析
を
踏
ま
え
て
、
結
論
を
述
べ
た
。

衆
徒

・
国
民
は
興
福
寺

に
よ
り
編
成
さ
れ
た
存
在
で
あ
り
、
戦
国
大
名
に
な
れ

な
か

っ
た
の
は
興
福
寺
権
力
に
寄
生
し
た
存
在
で
あ

っ
た
と
考
え
る
限
界
論
を
改

め
、
何
故
戦
国
大
名
と
い
う
地
域
統

一
権
力

の
形
成

・
惣
国

一
揆
形
成
と
い
う
方
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向

に
衆

徒

・
国

民

が
向

か

わ

な

か

っ
た

の

か

、

ど

の

よ
う

な

可
能

性

が

あ

っ
た

の

か
を

大

和

の
中

世

独

自

の
問

題

と

し

て
捉

え

る

こ
と

が

重

要

で

あ

る

こ
と

を

主

張

し

た

。

主

要
参

考

文

献

池
上
裕
子

・
稲
葉
継

陽

「
総
説
」

『
戦
国
社
会
』

展
望

日
本
歴

史

一
二

東
京

堂
出
版

、
二

〇
〇

一
年

川
岡
勉

「
室
町
幕
府
-

守
護
体
制

の
変
質
と
地
域

権
力
」

『
日
本
史
研
究
』

四
六
四

、
二
〇

〇

一
年

幡
鎌

一
弘

「衆
徒

の
記
録
か
ら
見
た
筒
井
氏
」
筒
井
順
慶

顕
彰
会

講
演
会

、

二
〇
〇

一
年

鈴
木
良

一

『
大
乗
院
寺

社
雑
事
記

あ

る
門

閥
僧
侶

の
没
落

の
記
録
』

(日
記

.
記
録

に
よ

る
日
本
歴
史
叢
書

古
代

・
中
世
編

一
八
)
そ

し
え

て
、

一
九
八
三
年

村

田
修

三

「
城
郭
調
査

と
戦
国
史
研
究
」

『
日
本
史
研
究

』
二

一
一
、

一
九
八

〇
年

安

国
陽
子

「
戦

国
期
大
和

の
権
力

と
在
地
構

造
-

興
福
寺

荘
園
支
配

の
崩

壊
過
程
-
」

『
日

本
史

研
究
』
三
四

一
、

一
九
九

一
年

安

田
次

郎

「
筒
井
氏

の

「牢
籠
」
と
在

地
支
配
」
勝
俣
鎮
夫
編

『寺

院

・
検

断

.
徳
政
』
山

川
出

版
、
二

〇
〇
四
年

吉

田
賢
司

「
『
大
乗
院
寺
社

雑
事
記
紙
背

文
書
』
七

一
～
七
五
号
文

書
」

ウ
ラ
大
乗

院

の
会

五
月
例
会

レ
ジ

ュ
メ
、

二
〇
〇
五
年

歴
史
学
研
究
会

日
本
中
世
史

部
会

運
営
委

員
会

「小
特
集

の
趣
旨
」

小
特
集
日
本
中
世

の
地

域
社
会

『歴
史
学
研
究
』

六
七
四
、

一
九
九
五
年

歴
史
学

研
究
会

日
本
中

世
史
部
会

運
営
委

員
会

ワ
ー

キ

ン
グ

グ
ル
ー
プ

「
『
地
域
社

会
論

』

の
視
座
と
方
法
」

『
歴
史

学
研
究
』
六
七
四
、

一
九
九

五
年

渡
辺
澄
夫

『増

訂
畿
内

庄
園

の
基
礎
構
造

上

・
下
』
吉
川
弘
文
館
、

一
九
六
九

.
一
九
七

○
年
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